
利
用
機
会
の
創
出
と
二
次
交
通
の
補
完

上
毛
電
鉄
の
車
両
に
乗
り
込
む
と
、
車
内

に
持
ち
込
ま
れ
た
自
転
車
の
多
さ
に
驚
い

た
。
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
る

鉄
道
事
業
者
は
多
い
が
、
こ
こ
ま
で
自
転
車

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

上
毛
電
鉄
で
は
平
成
15
年
か
ら
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
２
両
編
成
の

後
方
車
両
限
定
で
は
あ
る
が
、
高
校
生
を
中

心
に
幅
広
い
年
齢
層
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
自

転
車
を
利
用
し
て
い
る
高
校
生
が
多
い
こ
と

か
ら
、
平
成
15
年
に
有
人
駅
で
試
験
的
に
開

始
し
、
そ
の
後
、
全
駅
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
平
日
は
午
前
８
時
か
ら
終
電
ま

で
、
土
休
日
や
春
・
夏
・
冬
休
み
は
終
日
、

無
料
で
自
転
車
を
車
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
年
々
利
用
者
が
増
え
、
現
在
は
当

初
の
約
４
０
０
倍
、
年
間
４
万
台
以
上
の
利

用
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
第
１
位
の
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
群
馬

で
は
、
前
橋
市
、
高
崎
市
と
も
に
マ
イ
カ
ー

の
利
用
を
前
提
と
し
た
拡
散
型
の
都
市
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
鉄
道
利
用
を
促
進
す
る
に

は
、
二
次
交
通
の
弱
さ
を
ど
う
カ
バ
ー
す
る

か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

通
学
利
用
者
向
け
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

の
実
施
も
そ
の
た
め
の
施
策
で
、
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
開
始
と
同
時
に
、
中
央
前
橋
駅
・

大
胡
駅
・
赤
城
駅
・
西
桐
生
駅
の
４
駅
で

は
、
無
料
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
た
。

平
成
19
年
か
ら
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

も
進
め
、
現
在
で
は
、
上
泉
駅
・
江
木
駅
・

大
胡
駅
・
北
原
駅
・
粕
川
駅
・
新
里
駅
の
６

駅
に
平
均
し
て
15
～
20
台
収
容
の
無
料
駐
車

場
を
整
備
し
て
い
る
。

沿
線
住
民
を
鉄
道
に
呼
び
込
む
取
り
組
み

も
進
め
て
い
る
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
イ

ン
、
名
付
け
て
「
デ
コ
ト
レ
イ
ン
」
は
季
節

に
合
わ
せ
て
車
内
を
装
飾
し
た
列
車
で
、「
桜

電
車
」
や
「
水
族
館
電
車
」「
ク
リ
ス
マ
ス
電

車
」
な
ど
年
間
13
種
類
を
運
行
し
て
い
る
。

「
最
も
歴
史
が
古
く
、
大
掛
か
り
な
デ
コ

ト
レ
イ
ン
は
34
年
前
に
始
め
た
『
う
ご
く
児

童
絵
画
展
号
』。
沿
線
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、

小
学
校
の
園
児
・
児
童
か
ら
絵
画
を
募
集

し
、
全
作
品
を
全
列
車
に
展
示
し
て
運
行
し

て
い
る
。
今
年
で
15
年
目
の
『
風
鈴
電
車
』

で
は
、
沿
線
の
小
学
校
の
児
童
に
願
い
事
を

書
い
て
も
ら
っ
た
短
冊
を
風
鈴
に
飾
っ
て
、

涼
し
さ
と
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。
家
族

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
デ
コ
ト
レ
イ
ン
が

特
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
上
毛
電

鉄
の
新
木
三
雄
総
務
部
次
長
は
語
る
。

沿
線
住
民
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
や
大
型
バ
ス
で
他

県
に
出
掛
け
る
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
が
あ
る
。

「
ハ
イ
キ
ン
グ
は
毎
回
数
十
人
か
ら

１
０
０
人
前
後
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
費
の
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上毛電気鉄道株式会社
総務部 次長

新木三雄
Mitsuo ARAKI

特
集
：「
群
馬
型
上
下
分
離
」
―
20
年
の
軌
跡
と
展
望

［
上
信
電
鉄
・
上
毛
電
気
鉄
道
の
経
営
努
力
と
地
域
の
支
援
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
の
公
的
支
援
を
受
け
て
約
20
年
。

上
信
電
鉄
、
上
毛
電
気
鉄
道
（
上
毛
電
鉄
）
は
、

鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
収
益
確
保
に
企
業
努
力
を
重
ね
続
け
て
い
る
。

全
国
屈
指
の
ク
ル
マ
社
会
、
そ
し
て
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
―
―

今
な
お
減
少
す
る
輸
送
人
員
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

鉄
道
利
用
を
呼
び
掛
け
、
人
を
呼
び
込
み
、
路
線
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組
む
。

厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
た
両
社
の
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

地
方
鉄
道
存
続
へ
の

自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
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ほ
か
、
集
合
駅
ま
で
の
往
復
に
鉄
道
を
利
用

い
た
だ
け
る
。
沿
線
の
方
々
の
鉄
道
利
用
の

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
新
木
次
長
は
語
っ
て

い
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
で
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

上
毛
電
鉄
の
利
用
が
伸
び
に
く
い
一
因
と

し
て
、
路
線
の
両
端
の
中
央
前
橋
駅
と
西
桐

生
駅
が
他
社
線
と
接
続
し
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
中
央
前
橋
駅
と
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅

間
は
徒
歩
15
分
強
の
距
離
、
西
桐
生
駅
と
Ｊ

Ｒ
桐
生
駅
間
は
徒
歩
７
～
８
分
の
距
離
が
あ

り
、
乗
り
換
え
利
用
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
一
方
、
途
中
の
赤
城
駅
に
は
東
武
鉄

道
桐
生
線
が
接
続
し
て
お
り
、
赤
城
駅
で

「
特
急
り
ょ
う
も
う
号
」
に
乗
り
換
え
る
と
、

中
央
前
橋
駅
か
ら
北
千
住
や
浅
草
な
ど
東
京

東
部
ま
で
、
最
短
２
時
間
22
分
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
る
。

今
年
４
月
、
東
武
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
、
上
毛
電
鉄
で
も
初
発
列
車
の
繰
り

上
げ
と
最
終
列
車
の
繰
り
下
げ
を
行
っ
た
。

改
正
前
よ
り
も
１
時
間
早
く
都
内
に
到
着
で

き
、
ま
た
１
時
間
遅
く
東
京
を
出
発
し
て
も

戻
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
向
上
し
た
。

「
前
橋
か
ら
の
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い

う
と
、
ま
ず
高
崎
へ
出
る
と
考
え
が
ち
だ

が
、
赤
城
経
由
だ
と
所
要
時
間
も
短
く
、
日

帰
り
で
も
東
京
滞
在
を
２
時
間
延
長
で
き

る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
利
便
性
を
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
」（
新
木
次
長
）

平
成
24
年
に
は
、
中
断
し
て
い
た
総
合
旅

行
業
務
取
り
扱
い
を
再
開
し
、
赤
城
経
由
で

東
京
に
向
か
う
旅
行
企
画
「
前
橋
市
民
号
」

を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
展
望
デ
ッ
キ
入
場
と
周
辺
観
光
な
ど
、

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た
企
画
が
多

く
、「
募
集
を
上
回
る
参
加
者
が
集
ま
る
こ

と
も
多
い
」（
新
木
次
長
）
と
い
う
。

沿
線
住
民
の
足
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
い

路
線
で
は
あ
る
が
、
保
有
す
る
施
設
を
活
用

し
て
、
観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み
も
活
発

に
行
っ
て
い
る
。
上
毛
電
鉄
の
鉄
道
資
産
に

は
、
平
成
19
年
に
登
録
さ
れ
た
大
胡
駅
舎
、

大
胡
電
車
庫
を
は
じ
め
、
西
桐
生
駅
舎
、
荒

砥
川
橋
梁
、
渡
良
瀬
川
橋
梁
な
ど
12
件
の
国

の
登
録
有
形
文
化
財
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
で
最
古
級
と
言
わ
れ
る
開
業

時
に
製
造
さ
れ
た
デ
ハ
１
０
１
や
デ
キ

３
０
２
１
（
車
籍
は
な
く
走
行
は
構
内
の

み
）
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
そ
の
運
行
が

目
玉
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
鉄
道
遺
産
を
観
光

面
で
活
か
し
、
地
域
振
興
に
結
び
付
け
ら
れ

な
い
か
」（
新
木
次
長
）、
集
客
施
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　沿
線
活
性
化
を
願
う
地
域
の
共
助

鉄
道
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
多
数
開
催
し
て
沿
線
住
民
と

接
す
る
機
会
を
増
や
し
、
利
用
促
進
に
結
び

付
け
る
―
―
こ
う
し
た
上
毛
電
鉄
の
自
助
努

力
を
受
け
、「
地
域
の
足
を
守
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
支
援
団
体
も
発
足
し
た
。
平
成
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

中央前橋駅。現在、運行する車両はすべて京王電鉄井の頭線で活躍したもの（上毛電鉄）



22
年
に
結
成
さ
れ
た
「
上
毛
電
鉄
友
の
会
」

（
会
長
：
大
島
登
志
彦
高
崎
経
済
大
学
教
授
）

で
、
よ
り
効
果
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て

も
っ
と
乗
っ
て
も
ら
え
る
土
俵
づ
く
り
を
行

い
、
上
毛
電
鉄
を
一
層
強
力
に
支
え
る
こ
と

を
、
会
の
目
的
と
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
開
催
を
中
心
に
、
上
毛
電
鉄
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
沿
線
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
55
年
に
沿
線
市
町
村
で
結
成

さ
れ
た
「
上
電
沿
線
市
町
村
連
絡
協
議
会

（
現
・
上
電
沿
線
市
連
絡
協
議
会
）」
も
、
結

成
以
来
、
県
と
と
も
に
利
用
促
進
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
制
作
な
ど
広
報
活
動
や
支
援
事
業

を
実
施
し
、
共
助
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
。

世
界
遺
産
効
果
で
輸
送
人
員
が
急
増

　
一
方
、
観
光
路
線
と
し
て
大
き
く
輸
送
を

伸
ば
し
た
の
は
上
信
電
鉄
だ
。
そ
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
富
岡
製
糸
場
な
ど
の
世
界
遺
産

登
録
で
、
富
岡
製
糸
場
入
場
券
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
高
崎
駅

－

上
州
富
岡
駅
の
往
復
割
引

乗
車
券
は
、
登
録
が
決
ま
っ
た
平
成
26
年

度
、
6
万
３
０
０
０
枚
を
売
り
上
げ
、
全
線

の
輸
送
人
員
は
２
３
６
万
５
０
０
０
人
に
及

ん
だ
。

「
上
州
富
岡
駅
は
そ
れ
ま
で
閑
散
と
し
た

駅
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
登
録
以
降
は
世
界
遺

産
の
玄
関
口
と
し
て
観
光
客
が
利
用
す
る
駅

に
様
変
わ
り
し
た
。
し
か
し
、
往
復
乗
車
券

の
販
売
枚
数
は
平
成
27
年
度
4
万
１
０
０
０

枚
、
平
成
28
年
度
２
万
５
０
０
０
枚
と
、
登

録
時
の
ブ
ー
ム
が
一
段
落
し
て
い
る
。
現
在

の
輸
送
人
員
は
約
２
２
０
万
人
で
、
何
と
か

こ
の
数
字
を
維
持
し
た
い
」
と
上
信
電
鉄
の

宮
川
良
伸
取
締
役
総
務
部
長
は
語
る
。

平
成
26
年
３
月
に
供
用
を
開
始
し
た
3
代

目
駅
舎
は
製
糸
場
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
外

観
だ
。
等
間
隔
の
鉄
骨
柱
に
は
赤
煉
瓦
づ
く

り
の
富
岡
製
糸
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
薄
茶

色
の
煉
瓦
壁
が
施
さ
れ
、
高
さ
約
６
・
５
ｍ

の
白
い
大
屋
根
が
駅
舎
全
体
を
覆
っ
て
い

る
。
開
放
的
な
が
ら
も
端
正
な
美
し
さ
が
際

立
つ
デ
ザ
イ
ン
で
、
駅
に
降
り
立
つ
観
光
客

の
気
分
を
盛
り
立
て
る
。

三
つ
の
石
碑
が
い
ず
れ
も
沿
線
に
あ
る
上こ

う

野づ
け

三さ
ん
ぴ碑（

山
上
碑
・
多
胡
碑
・
金
井
沢
碑
）は
、

世
界
記
憶
遺
産
の
国
内
候
補
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
３
月
に
は
「
上
野
三
碑
巡
り
フ
リ 

ー
乗
車
券
」（
高
崎
駅

－

吉
井
駅
）の
販
売
も

開
始
し
た
。
登
録
が
実
現
さ
れ
れ
ば
「
世
界

遺
産
と
世
界
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
鉄
路
」
と
し

て
、
さ
ら
に
観
光
利
用
が
高
ま
り
そ
う
だ
。
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上信電鉄株式会社
鉄道部 部長（技術担当）

田代宜宏
Takahiro TASHIRO

上信電鉄株式会社
取締役総務部長

宮川良伸
Yoshinobu MIYAKAWA

中央前橋駅のすぐ横には広瀬川が流れる（上毛電鉄） 東武桐生線と接続する赤城駅。特急「りょうもう号」が入線する（上毛電鉄）

左／デコトレイン「風鈴電車」 中／自転車を持ち込み、列車を待つ
高校生 右／西桐生駅は昭和 3 年開業以来の美しい駅舎（上毛電鉄）



二
次
交
通
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
を
活
用

上
毛
電
鉄
と
同
様
、
上
信
電
鉄
に
と
っ
て

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
二
次
交
通
だ
。

沿
線
に
は
観
光
名
所
が
多
い
が
、
駅
か
ら
の

交
通
機
関
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
目
的
地

ま
で
の
移
動
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
補
完
し
、
沿
線
へ
の

誘
客
を
図
っ
て
い
る
。

妙
義
山
や
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
は
下
仁
田

駅
か
ら
、
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
や
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
、
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
に

は
上
州
富
岡
駅
か
ら
と
い
う
よ
う
に
、
系
列

の
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
根
小
屋
駅
・
吉
井
駅
・
上
州
福
島

駅
・
東
富
岡
駅
・
上
州
富
岡
駅
・
上
州
一
ノ

宮
駅
・
下
仁
田
駅
で
は
無
料
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
実
施
。
平
成
26
年
4
月
に
は
、
高
崎

商
科
大
学
と
連
携
し
て
、
電
車
を
利
用
し
て

観
光
を
楽
し
む
「
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

（
無
料
）
を
開
始
し
た
。
高
崎
駅
で
自
転
車

を
借
り
て
そ
の
ま
ま
電
車
に
乗
り
、
吉
井

駅
・
上
州
福
島
駅
・
上
州
富
岡
駅
・
下
仁
田

駅
で
乗
降
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
沿
線
観

光
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

新
駅
開
業
と
利
便
性
の
向
上

平
成
に
入
っ
て
、
上
信
電
鉄
は
二
つ
の
新

駅
を
開
業
し
て
い
る
。

平
成
14
年
に
は
、
短
期
大
学
か
ら
４
年
制

と
な
り
、
入
学
者
数
が
１
・
５
倍
に
増
え
た

学
生
の
利
便
性
を
考
え
、
高
崎
商
科
大
学
前

駅
を
新
設
し
た
。

上
信
電
鉄
は
地
域
貢
献
に
積
極
的
に
取
り

組
む
同
大
と
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
っ
て
い

る
。
学
生
た
ち
は
上
信
電
鉄
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
飾
り
付
け

を
担
当
し
た
り
、
工
女
姿
の
女
子
学
生
が
車

内
や
上
州
富
岡
駅
で
製
糸
場
を
案
内
す
る
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
手
伝
い
を
し

て
い
る
。　

佐
野
の
わ
た
し
駅
は
平
成
26
年
に
開
業
。

付
近
に
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
周
辺
の
人
口
が
増
え
た
も
の
の
、
公
共

交
通
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
、
新
設
さ
れ
た
。

「
駅
名
は
公
募
で
決
ま
っ
た
。
小
学
生
の

女
の
子
が
考
え
た
も
の
で
、
駅
に
ほ
ど
近
い

場
所
に
流
れ
る
烏
川
に
か
つ
て
渡
し
船
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
印
象
的
な

駅
名
と
な
っ
た
」
と
上
信
電
鉄
の
田
代
宜
宏

鉄
道
部
部
長
は
語
る
。

一
方
、
佐
野
の
わ
た
し
駅
が
新
設
さ
れ
た

佐
野
地
区
の
よ
う
に
、「
公
共
交
通
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
新
興
の
住
宅
地
が
開

発
さ
れ
て
い
る
」（
田
代
部
長
）
こ
と
か
ら
、

鉄
道
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
高

崎
商
科
大
学
前
駅
・
上
州
福
島
駅
・
東
富
岡
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上信電鉄株式会社
鉄道部 部長（営業担当）

小島 博
Hiroshi KOJIMA

煉瓦壁が美しい上州富岡駅。駅舎自体の見学者も多い（上信電鉄）



駅
・
上
州
富
岡
駅
の
４
駅
に
無
料
の
駐
車

場
を
設
置
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

は
高
崎
駅
・
吉
井
駅
・
上
州
福
島
駅
・
上

州
富
岡
駅
・
下
仁
田
駅
の
各
駅
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
全
曜
日
で
実

施
し
て
い
る
。

地
元
住
民
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
列
車

上
信
電
鉄
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

列
車
も
運
行
し
て
い
る
。

「
高
崎
商
科
大
学
と
の
連
携
で
、
車
内
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
『
電
車
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
』
の
運
行
を
き
っ
か
け
に
、
沿
線
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
電
車
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
し
て
き
た
」
と
、
上
信

電
鉄
の
小
島
博
鉄
道
部
部
長
は
語
る
。

現
在
で
は
年
間
約
10
本
が
運
行
さ
れ
て
お

り
、
中
で
も
ワ
イ
ン
列
車
や
ビ
ー
ル
列
車

は
、
予
約
発
売
直
後
に
乗
車
券
が
売
り
切
れ

る
人
気
の
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
信
電
鉄
で
は
大
正
13
年
に
、
ド

イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
シ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
社
か
ら

デ
キ
１
型
電
気
機
関
車
３
両
を
購
入
し
て
い

る
。
う
ち
２
両
は
現
役
で
、「
上
信
の
シ
ー

ラ
カ
ン
ス
」
の
愛
称
で
、
沿
線
住
民
や
鉄
道

フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

平
成
11
年
か
ら
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
運
行
す
る
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
号
」
は
、

こ
の
デ
キ
２
両
が
列
車
を
牽
引
す
る
臨
時
列

車
。
高
崎

－

下
仁
田
間
を
運
行
し
、
乗
客
は

車
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
運
転
室
乗
車
体

験
、
富
岡
製
糸
場
見
学
な
ど
の
沿
線
観
光
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

貸
し
切
り
列
車
も
好
評
だ
。
運
行
す
る
列

車
は
上
信
電
鉄
が
所
有
す
る
11
本
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
車
内
で
親
睦
会
や
同
窓
会

を
開
催
し
た
り
、
乗
車
せ
ず
に
デ
キ
の
撮
影

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ

ま
だ
と
い
う
。

貸
し
切
り
列
車
は
、
平
均
し
て
年
に
15
本

ほ
ど
の
運
行
が
あ
り
、
上
信
電
鉄
で
は
利
用

者
の
希
望
に
応
じ
て
、
制
服
や
小
道
具
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。

「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
病
気
で
起

き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
の
た

め
に
、
ご
両
親
が
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
貸

し
切
り
列
車
を
用
意
さ
れ
た
こ
と
。
お
子
さ

ん
は
横
に
な
り
な
が
ら
車
窓
の
景
色
を
楽
し

ん
で
い
た
。
そ
の
光
景
を
目
に
し
た
時
、
鉄

道
は
沿
線
の
方
々
の
生
活
や
希
望
を
乗
せ
て

走
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
強
く
感
じ
た
」

と
小
島
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

県
内
の
５
鉄
道
事
業
者
が
連
携

一
方
、
群
馬
県
で
は
、
県
内
に
路
線
を
持

つ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
武
鉄
道
、
上
信
電
鉄
、

上
毛
電
鉄
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
、
５
事
業

者
（
５
鉄
）
に
よ
る
連
携
イ
ベ
ン
ト
も
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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公益財団法人
群馬県観光物産国際協会 観光物産部
ググっとぐんま観光宣伝推進協議会
次長

佐藤 肇
Hajime SATO

山々に囲まれた終点・下仁田。留置車両がある（上信電鉄）

珍駅名で名高い南蛇井駅（上信電鉄）

関東の駅百選に認定される下仁田駅（上信電鉄）

平成 26 年開業の佐野のわたし駅（上信電鉄）

高崎駅ホーム（上）と引退車両を利用した待合室（下）
（上信電鉄）
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歴史的遺産を軸にした街並みづくり

　明治５年、政府が当時最大の輸出品だった生糸の品質向上
と大量生産を図るために設立した官営模範器械製糸工場、そ
れが富岡製糸場の始まりです。その後、明治26年に民営化さ
れ、変遷を経て、昭和14年から昭和62年に操業を停止する
まで、片倉工業が経営していました。
　富岡市が片倉工業から土地を購入し、建物を譲り受けたのは
平成17年です。実は当時、富岡市は区画整理事業を進める計
画を持っていましたが、これを機に、富岡製糸場を軸に世界文
化遺産を目指し、文化財を保存しながらのまちづくりへ、方向
転換することになりました。
　平成20年に景観条例を制定し、全市を景観計画区域とし
て、富岡製糸場を中心に建物の高さや色彩を制限した３段階の
ゾーンをつくり、歴史的遺産を軸にした街並みを形成していき
ました。上州富岡駅や駐車場から富岡製糸場まで観光客を誘導
する、路面のカラー舗装や石畳化も手掛けています。
　市民にとって、製糸場は一企業の古い工場という認識しかな
く、おそらく世界遺産とはかけ離れた存在だったと思います。
しかし、まちづくりが進むにつれ、市民の意識も徐々に変わっ
てきました。世界遺産のまちとしての誇り、来街者へのおもて
なしの精神が高まっています。
　上信電鉄とは連携して、世界遺産登録を目指してきました。
暫定登録時代の平成23年、製糸場で「世界遺産劇場」という
3000人規模のコンサートを行ったのですが、上信電鉄は臨時
列車を運行して、観客の移動を担ってくれました。
　また、現在３代目となる上州富岡駅の駅舎は、耐震性の強い
鉄骨煉瓦積造りで、煉瓦の積み方は製糸場と同じくフランス積
みを採用しています。駅に降り立った瞬間から、富岡製糸場の

まちを感じられる。日本
建築学会賞、グッドデザ
イン賞、ブルネル賞など、
建築関係の各賞を受賞し、
駅舎自体を見学に来る方
も増えています。駅には
観光案内コーナーがあり、
駅前広場ではイベントも

開催されています。上州富
岡駅は、富岡観光のおもて
なしと賑わいづくり、両面
でしっかり支えています。

まちなかや周辺を
回遊してもらえる仕掛け

　世界遺産に認定された平成26年度の富岡製糸場の入場者は
134万人。翌27年度は114万人、28年度は80万人です。
一般に世界遺産効果は約３年と言われますが、今後は80万人
の維持を目指し、仕掛けをしていきます。
　富岡製糸場自体は30年計画で徐々に整備していく予定です
が、現在は国宝の「西置繭所」の保存修理（平成31年完成予
定）を行っており、工事の様子を公開して見学できるようにし
ています。完成後はここでイベントなども行う予定です。
　また、製糸場以外の市内各所を回遊していただくことも目標
としています。老朽化に伴って建て替えを進め、今年の夏に竣
工した富岡市役所新庁舎は、建築家の隈研吾氏の設計によるも
ので、まちの新たな名所となっています。上州富岡駅と市役所
の間には、明治・大正期に建てられた煉瓦づくり、大谷石づく
り、土蔵づくりの歴史的な倉庫群があり、世界遺産センター設
立に向け、整備を進めています。カフェやレストラン、市場、
自動繰糸機の動態展示など、新たな交流拠点が誕生する予定
です。こちらも隈研吾氏の設計で、完成すると、駅、倉庫群、
市役所と美しい建築を見て回る、そんな観光も楽しめます。
　今年は、初めての試みとして、まちなかを回遊していただく
ためにスタンプラリー「富岡製糸場 工女のまち・歩くんラリー」
も実施しました。また、周辺の妙義山や一之宮貫前神社、群馬
県立自然史博物館、サファリパークなど広域観光も推進し、お
もてなしとして何ができるかを常に考え、集客できる仕掛けを
して、まちの魅力を高めていきたいと考えています。
　富岡製糸場の生糸輸送を目的に明治30年に上信電鉄の前身
が開通しました。製糸場とともに近代日本の産業を支え、市の
発展に貢献してきた――そうした歴史ある鉄道が、現在は学生
や高齢者の移動を担い、観光客を乗せてまちに賑わいをもたら
しています。地域にとってはいつの時代にも重要な存在です。

平成 26 年６月、世界遺産に登録された「富岡製糸場と絹産業遺産群」。
富岡市では現在、回遊性の高いまちづくりを進めている。世界遺産のまち
富岡市の観光施策について伺った。

世界遺産・富岡製糸場の
あるまちの観光戦略

富岡市世界遺産部　観光おもてなし課
観光振興係 課長補佐兼係長

渡辺 勉
Tsutomu WATANABE

富岡製糸場東置繭所（画像提供：富岡市）

整備中の明治・大正時代の倉庫群



「
平
成
23
年
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
を
契
機
に
、
５
鉄
の
連
携
が
よ
り
強
固

な
も
の
と
な
っ
た
」
と
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観

光
宣
伝
推
進
協
議
会
の
佐
藤
肇
次
長
は
語

る
。

グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
宣
伝
推
進
協
議
会

は
、
群
馬
Ｄ
Ｃ
を
推
進
す
る
た
め
平
成
22
年

に
設
立
さ
れ
た
。
官
民
の
協
働
に
よ
り
県
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
２
５
０
団
体
が
加
盟
し
、
Ｄ
Ｃ
以
降

も
継
続
し
て
県
内
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
て
い
る
。

同
協
議
会
が
制
作
す
る
季
刊
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
グ
グ
っ
と
ぐ
ん

ま
』
に
も
、
５
鉄
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介

す
る
頁
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
お
け

る
鉄
道
の
役
割
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

５
鉄
の
連
携
で
観
光
客
を
呼
び
込
む

５
鉄
は
平
成
22
年
10
月
か
ら
定
期
的
に
合

同
会
議
を
行
っ
て
お
り
、
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま

観
光
宣
伝
推
進
協
議
会
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

「
５
鉄
の
連
携
は
協
議
会
に
と
っ
て
も
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
交
通
事
業
者
が
連
携
し

て
こ
そ
県
内
を
周
遊
す
る
商
品
も
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。
平
成
23
年
の
群
馬
Ｄ
Ｃ
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
上
信
電
鉄
『
ぐ
ん
ま
Ｄ

Ｃ
特
別
企
画
』
と
し
て
、
高
崎
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
運
行
す
る
Ｓ
Ｌ
で
横
川
駅
ま
で
、
そ

こ
か
ら
バ
ス
で
下
仁
田
駅
に
向
か
い
、
上
信

電
鉄
の
デ
キ
で
高
崎
に
戻
る
と
い
う
商
品
を

打
ち
出
し
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
限
ら
ず
、
大
好

評
だ
っ
た
」（
佐
藤
次
長
）　　

一
方
、「
ぐ
ん
ま
ワ
ン
デ
ー
世
界
遺
産
パ

ス
」
は
群
馬
県
内
フ
リ
ー
エ
リ
ア
の
普
通
列

車
が
乗
り
放
題
の
乗
車
券
で
、
上
信
電
鉄
と

上
毛
電
鉄
は
全
線
が
含
ま
れ
る
。
５
鉄
に
わ

た
っ
て
利
用
で
き
る
た
め
人
気
も
高
い
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
、
５
鉄
で
展
開
し
て

い
る
。
今
年
の
夏
は
、「
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
群
馬
県
を
題
材
と
し
た
マ
ン
ガ
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
「
お
前
は
ま
だ
グ
ン
マ
を
知
ら

な
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
。
ま
た
、

昨
年
秋
も
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て

「
群
馬
県
内
鉄
道
５
社
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
、
採
用
さ
れ
た

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
５
社
そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
に

掲
出
さ
れ
た
。

「
県
内
に
路
線
を
持
つ
鉄
道
会
社
が
一
緒

に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
、
非
常

に
珍
し
く
、
群
馬
県
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
」
と
佐
藤
次
長
は
語
る
。

上
信
電
鉄
・
上
毛
電
鉄
・
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
の
中
小
３
社
も
、
毎
年
秋
に
「
頑
張
る

ぐ
ん
ま
の
中
小
私
鉄
フ
ェ
ア
」
を
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
お
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
で
毎
年
、
多
く
の
観
光
客
を
集

客
し
て
い
る
。

「
５
鉄
が
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
強

固
な
連
携
を
築
い
て
、
群
馬
の
観
光
を
盛
り

上
げ
、
人
を
呼
び
込
ん
で
く
れ
る
。
鉄
道
事

業
者
は
定
期
運
行
が
最
大
の
使
命
だ
と
は
思

う
が
、
上
毛
電
鉄
の
デ
ハ
１
０
１
や
大
胡
電

車
庫
、
上
信
電
鉄
の
デ
キ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
磨
い
て
観
光
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
佐
藤
次
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

公
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
、
何
も
し
な

け
れ
ば
鉄
道
利
用
は
先
細
っ
て
し
ま
う
。
圧

倒
的
な
ク
ル
マ
社
会
の
中
で
日
々
、
安
全
な

輸
送
を
確
保
し
、
自
社
の
発
展
を
叶
え
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
多
く
の
地

方
鉄
道
が
抱
え
る
課
題
で
は
あ
る
が
、
上
信

電
鉄
、
上
毛
電
鉄
は
公
助
と
自
助
、
共
助
の

取
り
組
み
で
、
日
々
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね

続
け
て
い
る
。
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大胡電車庫（上毛電鉄）大胡電車庫に留置されたデハ 101（上毛電鉄） 工女姿の高崎商科大学生（上信電鉄）

デキ２両が列車を牽引する臨時列車ファンタジー号（上信電鉄）

ファンタジー号のイベント風景（上信電鉄）
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

クルマがあれば不便を感じない生活

　クルマ社会の群馬県下では、県庁所在地であり、他地域
に比較して公共交通を比較的利用しやすい環境にある前橋市
でも、移動手段としてクルマを選択する人が圧倒的多数を占
めています。パーソントリップ調査では、昭和53年調査で
45.2％、平成5年調査で62.4％、平成27・28年の最新の調
査では78.1％と非常に高い数値が出ました。
　その理由となっているのは、前橋の都市構造の変化です。
郊外に大規模なショッピングセンターなどが開業して、中心
市街地にあった商店街が衰退してきたこと。住宅が鉄道沿線
から離れ、外へ外へと広がっていったこと。クルマ利用を前
提とした「まちのスプロール化」が進んでいます。
　市民にとっては、公共交通を使わなくても、クルマがあれば不
便を感じることなく生活ができる――利便性をさらに追求して
まちを整備していくだけでは、将来的に、子どもたちや高齢者の
生活に「負」の影響を及ぼすのではないかと危惧しています。
　
市民の足としての利便性向上

　多くの地方鉄道は、通学や高齢者の通院や買い物などに利
用されています。しかしクルマ社会の前橋市では、医療機関
も、充実した施設を整備して広い駐車場を確保するため、郊外
に移転しています。また、上毛電鉄では沿線にあった高等学校
の移転・統廃合があり、利用者の減少が続いています。
　公的支援の導入に伴い、上毛電鉄は人件費を筆頭にさまざ
まなコスト削減の努力を続け、維持費も必要最低限に絞るな
どの経営努力を重ねています。前橋市としても、市民の足と
してしっかり維持・存続できるよう、利用促進をサポートし
ていきたいと考えています。
　具体的にはパークアンドライドの推進のほか、駅の改良
も進めています。一例を挙げると、城東駅は、既存の出口
の逆側に高校があり、狭い道路に通学の自転車と通勤の自
動車が集中して危険だったため、安全対策と利便性向上
のため新たに東口を設けました。
　鉄道の利便性を高め、毎日の生活の中での利用を呼び掛
けていきたいと考えています。

さまざまな課題を一体化させて考える交通計画

　現在、前橋市の「地域公共交通網形成計画」を作成してい
ます。市内の交通には改善すべき課題がたくさんあり、それら
を一体化させて検討を進めているところです。
　例えば、現在、ＪＲ前橋駅と上毛電鉄の中央前橋駅間には、
市の補助で運賃100円のシャトルバスが運行していますが、
このシャトルバスを高頻度化して循環させ、まちなかの回遊性
向上につなげたい。また、利用者が大きく減少しているバス
は、市内6社のバス会社が連携して路線を再編していく必要
があります。鉄道と二次交通の整備による、よりスムーズな移
動の確保も必要です。さらには、人口が少ない地区の域内交
通をどう組み立てていくか――公共交通は、充実し使いやすい
ネットワークが構築されてこそ、市民の生活に真に活かされて
いくと考えています。
　それには交通だけではなく、まちづくりが大きく関わってき
ます。鉄道駅・中心商業地・官公庁など拠点間に距離があり、
分断された印象を受ける中心市街地を一体化させていく。交通
ネットワークから外れた場所に病院などが設置された拡散型の
都市構造を、公共交通でカバーしながら、将来的にも暮らしや
すく、より利便性の高いまちをつくる。その方向性のもと、上
毛電鉄のＬＲＴ構想を含め、課題を解決する方法について検討
を重ねています。
　全国的に、既存の交通機関を活用して公共交通の再編が進
められています。前橋市民にとって、上毛電鉄は極めて重要な
資産です。マイカーに過度に依存しない社会の実現に向け、次
世代へとつながる公共交通体系をつくる。そのためにも、上毛
電鉄には安全・安定運行をしっかり維持して、その歴史を未来
につなげてほしいと思います。

中央前橋駅からバスに乗り換える高校生 回遊のネックになっている 5 差路の交差点

前橋市では、クルマに依存しすぎない社会の実現を目指し、まちづくりと
交通政策を重ね合わせながら、それぞれの交通が持つ問題解決に取り組
んでいる。その方向性についてお話を伺った。

マイカーに過度に依存しない
社会の実現に向けて

前橋市 政策部
交通政策課 地域交通推進室 主任

伊瀬慎一郎
Shinichiro ISE


